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１．概要（Summary） 

電解処理を用いた材料特性改質に関する 2件の開発研

究の進捗状況について報告する。いずれもプロセス現場

のニーズに対応した研究課題である。 

(A) 異種電子部材間の非真空雰囲気下での拡散接合 

(B) 鉄系高分子凝集剤の上水処理全般への適用 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

昇温脱離ガス分析（ダイナミック型） 

【実験方法】 

(A) 接合圧力条件を変化して作製した異種部材間接合

体の接合界面の微構造を観察することで，接合材金属

の変形性に対する電解処理効果を調べた。また，Cu 板

を接合部材とした接合についても試みた。 

(B) 浄水場原水（ダム湖水に活性炭を添加）を対象とした

凝集実験処理水中の固液分離特性（色度，濁度，有機

成分）を評価するとともに，浄水場汚泥（スラッジ）水への

注入実験を行い，鉄系高分子凝集剤の現場適用性に

ついて検討した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

(A) 前年度までの結果に基づき，接合圧力を変化して水

素チャージした金属を介して絶縁部材間の接合試験を

行ったところ，金属部材を電解処理した場合にのみ，適

切な接合圧力条件でセラミックスの粒界割れ等のない

接合界面を形成したことから，「（部材密着性確保の為

の）局所的な変形性の付与」が金属部材への電解処理

効果の主要因であることを確認した。また，水素チャー

ジした金属を介して，絶縁性セラミックスと Cu 板は密着

性良く接合した。 

(B) 該金属塩凝集剤適用上の課題であった残色だけで

なく，分離が極めて困難な有機成分や凝集剤に含まれ

る Fe3+についても十分に固液分離できる電解条件を特

定するとともに，浄水処理で使用される活性炭の併用が

有効であることを示した。また，溶液の電気化学インピー

ダンス等価回路パラメータと固液分離状況との間に一定

の一致を得た。加えて，浄水場発生汚泥水への凝集剤

注入により，汚泥水中とその後の乾燥過程において含

水率が低減することを見出した。いずれも該凝集剤の上

水処理全般への適用性を裏付けるデータである。 
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